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年
度
予
算
案
に
対
す

　

年
度
予
算
案
に
対
す
るる

３１３１各
会
派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論
（
要
旨
）

各
会
派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論
（
要
旨
）
続続

並
木
市
長
に
改
革

の
意
思
な
し
！

市
民
に
寄
り
添
っ

た
予
算
編
成
を

東
久
留
米
市
を
持
続
可

能
な
市
に
す
る
た
め
に

　
　

年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

３１
前
年
度
比
９
億
９
４
０
０
万
円
、

　

％
減
の　

億
円
と
な
っ
た
。

２.３

４２２

　

こ
れ
は
歳
出
に
お
い
て
、
本

会
議
場
映
像
音
響
設
備
更
新
工

事
、
議
員
報
酬
、
西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
２
階
等
改
修
工
事
、
庁

内
省
エ
ネ
設
備
等
導
入
工
事

（
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）、
東
久
留

米
市
議
会
議
員
選
挙
、
参
議
院

選
挙
運
動
用
公
費
負
担
金
、
小

・
中
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改

修
工
事
な
ど
予
算
増
が
あ
る
も

の
の
、
私
立
保
育
園
施
設
整
備

補
助
金
、
中
央
児
童
館
大
規
模

修
繕
工
事
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
繰
出
金
、
市
道
改
修
工

事（
市
道　
 
― 
１
号
線
）、
都
市

２２９

計
画
道
路
築
造
工
事
（
東
３
・

４
・　

号
線
）、
下
水
道
事
業
特

２０
別
会
計
繰
出
金
、
地
方
償
還
元

金
及
び
利
子
が
減
額
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
主
な
減
要
因
で
あ

る
。

　

歳
入
で
は
、
納
税
義
務
者
の

増
加
に
よ
る
個
人
市
民
税
及
び

新
築
家
屋
棟
数
の
増
に
よ
る
固

定
資
産
税
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
上
の
原
に
お

け
る
Ｕ
Ｒ
跡
地
の
開
発
、
新
た

な
宅
地
開
発
、
都
市
計
画
道
路

の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
今
後
市

独
自
の
歳
入
増
に
期
待
を
す
る
。

　

財
政
調
整
基
金
は　

億
２
９

１３

４
９
万
７
０
０
０
円
、
公
共
施

設
等
整
備
基
金
は
１
億
５
０
６

０
万
円
を
繰
り
入
れ
て
お
り
、

　

年
度
末
の
残
高
は
財
政
調
整

３１基
金
が　

億
６
４
７
８
万
１
０

２２

０
０
円
、
公
共
施
設
等
整
備
基

金
が
５
億
８
８
２
３
万
１
０
０

０
円
と
な
り
、
今
後
、
施
設
整

備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
等
を
考

え
る
と
大
変
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
臨
時
財
政
対
策
債

は　

億
１
４
０
０
万
円
を
投
入

１８
し
て
お
り
、
特
に
経
常
経
費
は
、

こ
こ
数
年
、
前
年
度
を
上
回
り
、

　

億
２
７
７
６
万
５
０
０
０
円
、

３６２構
成
比
は　
・
８
％
で
、前
年
度

８５

比
３
億
９
８
６
１
万
６
０
０
０

円
、　

％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

１.１

　

こ
の
状
況
の
中
で
、
将
来
に

わ
た
る
持
続
可
能
な
市
政
運
営
、

後
年
度
負
担
、
将
来
に
向
け
て

の
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
現
行

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
な
ど

を
考
え
る
と
、
新
た
な
税
収
確

保
や
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
と

歳
出
削
減
が
必
要
で
あ
り
、
新

規
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
や
都

の
補
助
金
等
を
注
視
し
、
市
の

負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
・
拡
大
を
図
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

少
数
で
否
決
さ
れ
た
。
今
後
も

改
善
・
改
良
の
道
筋
を
組
み
替

え
案
提
案
で
具
体
的
に
示
す
こ

と
で
、
市
政
の
課
題
を
明
確
に

し
、
市
民
の
願
い
実
現
の
た
め

の
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

　

公
立
保
育
園
全
園
廃
園
計
画

に
つ
い
て
は
撤
回
を
求
め
る
。

し
ん
か
わ
保
育
園
廃
園
の
た
め

の
条
例
審
査
の
際
に
指
摘
さ
れ

た
課
題
が
解
決
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
ず
、
待
機
児
童
の
課
題

も
周
辺
地
域
で
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
。
園
庭
も
あ
り
、
長
年

の
実
績
に
裏
づ
け
さ
れ
た
信
頼

で
き
る
同
園
の
保
育
を
望
む
保

護
者
も
多
い
。
公
立
保
育
園
に

よ
る
地
域
の
子
育
て
支
援
の
役

割
は
、
減
少
す
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
。
公
立
は
公
立
の
役

割
を
果
た
し
、
民
間
の
保
育
園

は
民
間
の
役
割
を
果
た
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
市
の
子
育
て
支

援
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

　

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、

時
代
の
推
移
に
合
わ
せ
て
見
直

す
べ
き
と
考
え
る
。
防
災
・
ま

ち
づ
く
り
の
面
で
都
市
計
画
道

路
が
担
う
役
割
は
認
識
し
て
お

り
、
建
設
に
つ
い
て
形
式
的
に

何
の
前
提
も
な
く
反
対
は
し
な

い
。
複
数
同
時
建
設
な
ど
の
建

設
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
現
在

の
ス
ピ
ー
ド
で
建
設
を
進
め
る

こ
と
は
重
大
な
課
題
が
あ
る
。

　

市
の
財
政
は
市
民
の
命
と
暮

ら
し
を
応
援
す
る
施
策
を
実
施

す
る
力
が
あ
る
。
基
金
残
高
が

増
え
、
市
の
借
金
が
減
っ
て
き

た
背
景
に
は
、
市
長
が
行
財
政

改
革
に
よ
る
市
民
へ
の
負
の
押

し
つ
け
を
進
め
て
き
た
結
果
が

あ
る
。
財
政
の
一
部
を
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
改
善
に
充
て
る
べ
き
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら　

年
度
東

３１
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年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
、

３１
並
木
市
長
就
任
以
来
、
右
肩
上

が
り
で
増
大
し
て
き
た
財
政
規

模
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
前
年

度
比
９
億
９
４
０
０
万
円
、　
２.３

％
の
減
少
で　

億
円
と
な
っ
た
。

４２２

　

財
政
身
の
丈
の
市
政
運
営
の

考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
市
た
ば

こ
税
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
市
税
収
入
の
大
き
な

柱
で
あ
る
個
人
市
民
税
と
固
定

資
産
税
が
増
収
と
な
り
、
市
税

合
計
で
は
３
億
１
３
０
０
万
９

０
０
０
円
の
増
収
と
な
る
中
、

財
政
規
模
が
縮
小
し
た
と
い
う

こ
と
は
一
定
の
評
価
が
で
き
る
。

　

施
設
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策

定
に
よ
り
、
計
画
的
な
改
修
予

定
が
市
民
に
分
か
り
や
す
く
な

っ
た
。
事
業
費
の
精
査
に
よ
っ

て
予
算
を
縮
小
し
た
事
業
が
多

く
あ
る
こ
と
な
ど
も
、「
予
算

参
考
資
料
」
に
予
算
編
成
過
程

の
資
料
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で

分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

我
が
会
派
が
訴
え
て
き
た
こ

と
が
実
現
し
た
こ
と
で
、
よ
り

市
民
に
分
か
り
や
す
い
予
算
編

成
に
な
っ
て
き
た
。
予
算
編
成

過
程
の
公
開
は
さ
ら
な
る
ボ
リ

ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
義
務
的
経
費
等
や
、

他
の
経
費
を
い
か
に
抑
制
す
る

か
が
財
政
健
全
化
へ
の
道
で
あ

る
。
民
間
活
力
の
導
入
を
さ
ら

に
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
内

部
事
務
の
効
率
化
の
た
め
、
文

書
管
理
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
Ｒ

Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｉ
の
積
極
的
な
導
入

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

さ
い
わ
い
保
育
園
の
跡
地
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
予
定
も
決

ま
ら
な
い
う
ち
か
ら
安
易
な
売

却
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

強
く
要
望
す
る
。

　

下
里
小
学
校
の
閉
校
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響

が
最
小
限
に
な
る
た
め
の
十
分

な
配
慮
と
、
保
護
者
に
不
要
な

混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
丁
寧
な

説
明
を
要
望
す
る
。

　

第
５
次
長
期
総
合
計
画
に
つ

い
て
は
、
極
力
、
実
施
計
画
を

策
定
す
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実
験
運

行
は
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で

市
民
の
声
を
よ
く
聞
き
、
よ
り

使
い
や
す
い
交
通
機
関
と
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
実
験
運
行

開
始
後
に
行
わ
れ
る
利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
実
験

運
行
を
利
用
し
て
い
な
い
市
民

か
ら
も
意
見
の
聴
取
を
行
い
、

利
用
者
の
拡
大
に
つ
な
ぐ
こ
と

を
要
望
す
る
。

　

以
上
申
し
述
べ
、　

年
度
東

３１

久
留
米
市
一
般
会
計
予
算
案
に

対
し
賛
成
す
る
。

　

そ
の
他
４
特
別
会
計
予
算
案

に
関
し
て
特
に
意
見
を
付
す
こ

と
な
く
賛
成
す
る
。
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年
度
一
般
会
計
予
算
案
に

３１
お
い
て
は
、
市
民
の
厳
し
い
暮

ら
し
の
現
状
を
直
視
し
、
こ
れ

を
支
え
、
市
民
の
願
い
を
実
現

す
る
立
場
に
立
っ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
か
を
重
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
民
の
声
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
市
民
の
願
い

実
現
に
力
を
尽
く
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
市
長
は
、
市
民
と
の

対
話
を
避
け
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ず
、
市
民
か
ら
の
意
見

を
尊
重
す
る
態
度
に
欠
け
て
い

る
。

　

共
産
党
市
議
団
は
、　

年
度

３１

一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
組

み
替
え
案
を
提
案
し
た
が
賛
成

支
援
の
ハ
ー
ド
面
の
具
体
が
決

ま
る
ま
で
、
市
立
さ
い
わ
い
保

育
園
の
跡
地
の
売
却
を
見
送
る
、

韻
私
道
整
備
助
成
を
予
算
化
す

る
、
吋
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
改

修
補
助
制
度
を
創
設
す
る
、
以

上
の
４
点
の
実
施
を
求
め
る
。

　

市
政
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

陰
市
政
運
営
に
お
け
る
市
民
参

画
の
機
会
の
保
障
、
隠
市
長
座

談
会
の
内
容
の
情
報
共
有
、
韻

定
員
管
理
の
適
正
化
を
見
直
し
、

職
員
体
制
を
充
実
、
吋
管
理
職

を
含
め
た
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
体
制
の
強
化
、

右
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所
有

に
伴
う
リ
ス
ク
の
周
知
、
宇
し

ん
か
わ
保
育
園
の
今
後
の
保
育

等
に
関
す
る
協
議
の
場
の
設
置
、

烏
学
童
保
育
所
の
延
長
保
育
に

つ
い
て
は
子
ど
も
子
育
て
会
議

に
諮
り
十
分
な
検
討
を
求
め
る
、

羽
市
立
中
央
図
書
館
に
お
け
る

指
定
管
理
者
導
入
の
財
政
効
果

の
検
証
、
迂
南
部
お
よ
び
西
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
の
ボ
イ
ラ
ー

等
の
保
守
点
検
未
実
施
の
経
過

等
の
公
表
、
以
上
を
指
摘
す
る
。 　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
は
、
全
国
市
長

会
等
を
通
じ
て
国
に
向
け
公
費

の
投
入
額
の
増
額
を
求
め
て
い

く
こ
と
を
要
望
す
る
と
の
意
見

を
付
し
、
本
予
算
案
に
は
賛
成

す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

案
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
の

負
担
軽
減
に
努
め
る
べ
き
と
の

考
え
か
ら
反
対
を
す
る
。

　

そ
の
他
、
２
特
別
会
計
予
算

案
に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と

な
く
賛
成
す
る
。

　
　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
に

３１
つ
い
て
、
原
案
に
は
反
対
、
予

算
特
別
委
員
会
で
提
出
さ
れ
た

組
み
替
え
動
議
に
は
賛
成
の
立

場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
。

　

組
み
替
え
の
内
容
に
関
し
て

は
、
陰
後
期
高
齢
者
の
健
康
診

査
に
係
る
自
己
負
担
を
無
料
と

す
る
、
隠
北
部
地
域
の
子
育
て

金
を
使
っ
て
提
供
す
べ
き
サ
ー

ビ
ス
と
は
何
か
の
議
論
が
必
要
。

　

し
か
し
並
木
市
長
は
そ
の
よ

う
な
議
論
を
し
な
い
ど
こ
ろ
か

行
政
の
責
任
を
ど
ん
ど
ん
拡
大

し
て
い
る
。
並
木
市
長
は
改
革

な
ど
言
葉
だ
け
、
具
体
策
は
何

も
な
い
。
予
算
委
員
会
に
お
い

て
質
問
し
た
が
、
何
一
つ
答
弁

が
な
か
っ
た
。
並
木
市
長
の
改

革
し
な
い
、
で
き
な
い
、
す
る

気
が
な
い
姿
勢
は
明
ら
か
。
市

長
の
改
革
の
意
志
が
全
く
な
い

予
算
に
私
が
賛
成
で
き
る
は
ず

が
な
い
。

　

東
久
留
米
市
は
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
、　

年
１５

間
で　

億
円
も
借
金
を
減
ら
し

３００

て
き
た
。
し
か
し
並
木
市
長
は

　

私
は
一
つ
一
つ
の
事
業
の
是

非
で
予
算
の
賛
否
は
決
め
な
い
。

改
革
の
た
め
の
予
算
か
ど
う
か

で
賛
否
を
決
め
る
。
今
回
の
予

算
は
並
木
市
政
と
な
っ
て
か
ら

最
も
市
長
の
改
革
の
意
志
を
感

じ
な
い
。
改
革
し
な
い
ど
こ
ろ

か
、
改
革
と
は
逆
の
方
向
へ
と

進
ん
で
い
る
。
東
久
留
米
市
の

改
革
の
精
神
は
ど
こ
へ
消
え
て

し
ま
っ
た
の
か
。

　

私
は
歳
出
削
減
を
伴
う
改
革

を
主
張
し
続
け
て
き
た
。
歳
出

削
減
を
行
う
に
は
、
行
政
が
税
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さ
ら
な
る
改
革
で
持

続
可
能
な
ま
ち
へ
！

そ
の
み
ん
な
の
努
力
を
踏
み
に

じ
り
、
今
後
は
借
金
を
増
や
す

方
向
へ
と
大
転
換
し
た
。
私
は

こ
の
こ
と
を
絶
対
許
さ
な
い
。

　

改
革
し
な
い
で
将
来
へ
の
負

担
を
ど
ん
ど
ん
増
や
す
並
木
市

長
。
こ
の
ま
ま
並
木
市
政
が
続

け
ば
、
市
民
の
負
担
は
増
え
続

け
、
職
員
の
仕
事
も
増
え
続
け
、

将
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
借
金

も
増
え
続
け
て
し
ま
う
。
そ
の

よ
う
な
将
来
に
負
担
を
か
け
る
、

課
題
を
先
送
り
す
る
無
責
任
な

政
治
を
、
私
は
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
並
木
市
長
に
対
す

る
不
信
任
の
意
を
込
め
て
、
一

般
会
計
・
特
別
会
計
す
べ
て
の

予
算
案
に
反
対
す
る
。

す
べ
て
の
公
立
保
育
園

廃
止
計
画
は
撤
回
を
！
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予算額事業名

３２万４千円スポーツ健康都市宣言起草委員会
運営事業

３１万円財政健全経営計画検討会議
運営事業

１２１２万６千円住民情報システム共同利用事業
（自治体クラウド導入支援業務）

１億９９９５万円西部地域センター２階等改修事業

９８７万３千円都市計画マスタープラン改定事業

５２８万１千円デマンド型交通運行事業

２４２０万円さいわい福祉センターエレベータ
ー改修工事

６４４６万円第五小学校給食配膳室他整備事業

１億５３８万円生涯学習センタートイレ改修事業

９０万円パラスポーツ振興事業

２８４３万５千円中央図書館大規模改修事業
（実施設計）

１億１７９７万５千円庁舎省エネ設備等導入事業
（照明ＬＥＤ化）

６１９７万６千円東久留米市議会議員選挙

３１年度予算の主な新規事業
質問 デマンド型交通に関す
るニーズ調査の実施は。
答弁　デマンド型交通に関す
るニーズ調査は、実験運行開
始前に実施する考えはない。
実験運行を行う中で、利用者
アンケート調査等を実施し、
意向把握に努めたい。

質問 生涯学習センターのトイレ
の改修の予算が１億５３８万円で少
し高いと思うが、契約に至るまで
に精査して金額を抑制できるか。
答弁　関係各課と精査した結果で
の予算の要求だが、仕様等で見直
しできるものがあれば行っていき
たい。

質問 公共施設マネジメントにつ
いて、施設の再配置等を含めた取
り組みをもう少し進めることがで
きないか。
答弁　公共施設等総合管理計画の
中の基本方針の１つ目として、機
能を重視して公共施設のスリム化
を図るといった記述がされている。
市長の施政方針の中でも、北部・
北西部地域の公共施設の再編に向
けた施設機能の在り方の検討に着
手していくといったことが述べら
れている。そういった取り組みに
対して、この基本方針を念頭に進
めていきたい。

質問 東村山都市計画道路３
・４・２０号線の供用開始・開
通に当たって、バス事業者に
情報提供していると聞いた。
これについて、バス事業者か
ら何らかの情報提供や相談は
あるか。
答弁　バス路線の増設や新規
路線の開設については、引き
続き都市計画道路の情報提供
時に併せて要望を伝えていき
たい。また、東３・４・２０号
線については、交通開放後の
バス路線の開設は、現時点で
バス事業者から明確な回答は
ない。

質問 東村山都市計画道路３・４・１３
号線、３・４・２１号線の今後のスケ
ジュールは。
答弁　昨年６月に事業概要および測
量説明会を開催し、現在は、幸町五
丁目７番付近の冠水対策を早急に図
るため、第１工区（幸町区間）の５２０
メートルの現況測量・用地測量を実
施している。今後のスケジュールに
ついては、引き続き国の交付金や都
の補助金を最大限に活用し、第１工
区（幸町区間）の事業認可の取得と
ともに、権利者を対象とした用地補
償説明会、物件補償調査、用地取得
を順次進める予定。続く第２工区
（小山・本町区間）７４０メートルは、
事業認可の取得に向け、事業概要お
よび測量説明会の開催、現況・用地
測量などの実施を予定。現時点で交
通開放のめどは未定。

予算額事業名

１１５７万７千円長期総合計画策定事業

１６億８９２８万３千円公共施設マネジメントの推進

１１６６万円無電柱化推進事業

３１９０万円都市計画道路東３・４・５号線
整備事業

１億４１９７万７千円都市計画道路東３・４・２０号線
整備事業

２億１０９５万１千円都市計画道路東３・４・１３号線
及び東３・４・２１号線整備事業

１１７７万円市道２１０号線整備事業

１１１９万８千円自転車等駐車場整備事業

４２５万７千円東久留米市子ども・子育て支援
事業計画策定事業

２２億１９００万円私立保育園保育運営費（管内）
（私立保育園１園の新規開園）

３億６７３９万５千円学童保育所管理運営事業

１５０万円オリンピック・パラリンピック
機運醸成事業

１億５１０９万４千円（仮称）上の原屋外運動施設
整備事業

３１年度予算の主な継続・拡大事業

公

明

公

明

党党

日
本
共
産

日
本
共
産
党党

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ムム

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
トト

未
来
政
策
フ
ォ
ー
ラ

未
来
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ムム

質問 大規模改修工事の期間中、中
央図書館が休館になった場合に、現
在行っている業務の取り扱いは。
答弁　予算確定後、設計委託に入る
ため、詳細は未定だが、仮に中央図
書館が休館になった場合でも、３地
区館は開館しているので、各地区館
への配本、書籍等の購入に向けた選
定作業等は継続的に行われていく。
ハンディキャップサービス業務など
は行うことになるが、これらの業務
を工事期間中にどこで行うか等につ
いては、工事の期間や規模等により
対応も異なってくるため、設計委託
を行うとともに今後検討したい。

質問 庁舎省エネ設備等導入事
業について、ＬＥＤ化による効
果をどの程度見込んでいるか。
また、３１年度のＬＥＤ化の費用
は１億１７９７万円だが、次年度も
同額が予算化されるのか。
答弁　結果が出るのは工事終了
後となるが、カタログ数値では
削減効果が約３９.３％となってい
る。詳しい数字は答えられない
が、電気代は下がってくるもの
と考えている。
　本庁舎のＬＥＤ化工事は２カ
年で行い、次年度もほぼ同額と
なる。

　

予
算
の
内
容
に
関
し
て
は
、

省
エ
ネ
を
図
る
庁
舎
省
エ
ネ
設

備
等
導
入
工
事
（
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
）、
公
共
交
通
空
白
地
域
の

解
消
に
向
け
て
の
デ
マ
ン
ド
型

交
通
運
行
事
業
、
歩
道
の
確
保

や
環
境
整
備
な
ど
の
た
め
の
無

電
柱
化
推
進
事
業
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
必
要
な
都
市
計
画

道
路
整
備
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
健

康
都
市
宣
言
起
草
委
員
会
運
営

事
業
、
自
転
車
等
駐
車
場
整
備

事
業
、
待
機
児
解
消
に
向
け
て

の
私
立
保
育
園
保
育
運
営
費
、

通
学
路
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
、

市
立
小
中
学
校
体
育
館
ト
イ
レ

洋
式
化
事
業
な
ど
、
市
民
の
安

全
・
安
心
、
健
康
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
必
要
な
事
業
が
多

く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
一
般

会
計
予
算
案
に
賛
成
し
、
４
特

別
会
計
予
算
案
に
は
特
に
意
見

を
付
す
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

久
留
米
市
一
般
会
計
予
算
案
に

反
対
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
、
十
分
高
過
ぎ

る
国
保
税
を
さ
ら
に
引
き
上
げ

る
提
案
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
、
実
施
可
能

な
負
担
軽
減
策
を
実
施
し
な
い

予
算
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
増
税

を
前
提
に
市
民
負
担
を
増
や
す

予
算
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
案

に
つ
い
て
は
、
特
に
意
見
を
付

す
る
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

質問 第５次長期総合計画策定
において、実施計画の策定は、
財政フレームを踏まえて判断す
るとのことだが、その判断基準
は。
答弁　実施計画の策定を判断す
るに当たっての財政フレームに
ついては、４月下旬に予定して
いる第３回目の長期総合計画基
本構想審議会で示すことができ
るよう、推計作業を進めている。
そのシミュレーション結果を踏
まえ、市議会での意見等も参考
にしながら整理していくが、判
断に当たっては、将来的な財政
フレームに裏打ちされた中期的
行財政運営の方向性を示せるの
かということを念頭に置き、最
終的な方向性を検討していく。


